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犬の眼窩内には多様な腫瘍が発生し，これまでに少な

くとも27種類の眼窩内腫瘍が報告されているが［1, 2］，

特に骨肉腫，肥満細胞腫，線維肉腫，神経線維肉腫など

悪性腫瘍の発生が多く，周囲組織への浸潤や遠隔転移も

めずらしくない［3, 4］．良性腫瘍としては線維腫，髄膜

腫，脂肪腫などが報告されているが［1, 2, 5］，中でも眼

窩内脂肪腫の発生はきわめてまれである［2］．今回犬の

眼窩内に発生し，さらに結膜下から第三眼瞼へ突出した

脂肪腫を診断したのでその詳細を報告する．

症　　　　　例

症例は13歳齢，未避妊雌，雑種犬で5年前に左眼の

第三眼瞼腺脱出の治療歴があった．今回は2年前より緩

徐に進行する左眼瞼の腫脹を主訴に来院した．身体検査

では左眼球を腹側から覆うように第三眼瞼及び下眼瞼結

膜がそれぞれ腫脹していた（図1）．眼科学的検査では威

嚇瞬目反応，対光反射及び行動観察での視覚に異常は認

められず，左眼に角膜炎，下眼瞼結膜の浮腫及び流涙症

所見が認められた．左眼内圧は19.3mmHgで眼底像に

異常はみられなかった．超音波検査では眼窩の内側に結

膜下から眼窩後壁にいたる広範囲の高エコー構造物が認

められた（図1）．CT検査では，CT値の低い領域が左

眼球の内側面から腹側面を覆うように広がって眼窩後壁

にいたるまで多くの部分を占拠していたが，骨や視神経

への浸潤は認められなかった（図1）．オキシブプロカイ

ン塩酸塩点眼による表面麻酔下で第三眼瞼の腫脹部位の

一部を生検材料として採取し，病理組織検査を行ったと

ころ，腫瘤は脂肪組織であることが示された．

手術：左下眼瞼結膜の腫脹部位を眼瞼と平行に5mm

切開して結膜下の腫瘤の一部を牽引し，眼球及び周囲組

織から鈍性に餝離しながら眼窩内の腫瘤及び付着する脂

肪組織を可能なかぎり切除した（図2）．腫瘤は被膜に包

まれており，結膜とは容易に区別できた．第三眼瞼は腫

脹部位を切開し，同様に腫瘤を切除した．術後はオフロ

キサシン点眼及び内服を21日間継続した．

病理所見：摘出腫瘤は，柔らかく白色調を呈してい

た．その割面も同様で腫瘤の周囲組織との境界は明瞭で

あった．組織標本上では成熟した脂肪細胞の増殖がみら

れ，時に線維組織の発達もみられた（図3）．高倍像で

は，それぞれの脂肪細胞はほぼ同様の大きさで，核に異

型はなく，悪性の所見はみられなかった．

術後45日の眼科学的検査では眼球周囲に腫脹はなく

超音波検査で眼窩内に腫瘍の再発は認められなかった．

また視覚行動及び眼科検査に異常はみられなかったた

め，以後長期経過観察とした．

考　　　　　察

眼窩内脂肪腫では脂肪組織の腫瘍性増殖を疑うような

病変の増大を認めるが，正常脂肪組織の解剖学的位置異

常である脂肪体逸脱では病変の大きさに変化は見られな

い［6, 7］．今回の症例は，切除生検では脂肪細胞のみが

得られたものの，2年前から緩徐に病変が拡大したこと，

超音波検査で左眼眼窩内側における広範囲高エコー領域

が，CT検査でも左眼球内側面から腹側面を覆い眼窩後

壁にいたるCT値の低い占拠性病変像がみられたことか

ら，腫瘍性疾患が疑われた．摘出腫瘤の病理検査で周囲
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組織との境界明瞭な脂肪組織の増殖をみとめ，脂肪体逸

脱ではなく脂肪腫であることが示された．本症例では5

年前に第三眼瞼腺突出の整復が実施されているが，今回

の病変との関係は不明であった．

犬における眼窩内脂肪腫の発生はきわめてまれで［2］，

その臨床像の詳細は不明であるが，今回の症例のように

超音波及びCT検査を併用することで脂肪腫の存在と規

模を判定し，手術により脂肪腫を牽引除去することで眼

球機能を温存できる可能性が高いものと考えられた．
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図2 術中所見

結膜を切開すると，腫瘤と周囲組織との境界は明瞭

で，餝離は容易であった．腫瘤を牽引して切除した．

図3 病理組織学的検査では成熟した脂肪細胞の増殖と腫

瘤辺縁部に線維性被膜を認めた（M a s s o n 染色
Bar＝100μm）．
挿入図：高倍像．核の異型や核分裂像は認められな

かった（HE染色　Bar＝100μm）．
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図1 A：左眼第三眼瞼および下眼瞼結膜の腫脹
B：超音波検査では眼窩の広範囲に高エコー構造物（矢頭）を認めた
C：CT検査では眼窩後壁に至るCT値の低い占拠性病変（矢印）を認めた
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Orbital Lipoma in a Dog
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SUMMARY

A 13-year-old, mixed-breed dog presented with swelling of the left nictitating membrane and lower palpebral
conjunctiva.  An excisional biopsy suggested a diagnosis of lipoma.  Orbital ultrasonography and computed
tomography showed that the mass was extended from the posterior part of the orbit to the subconjunctival
region.  The mass was removed by surgical traction and resection.  The diagnosis of lipoma was made by
histopathological examination, and recurrence has not been detected to date.
― Key words : dogs, lipoma, orbital neoplasia.
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